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本論文において次の問題を取り扱った。 r正定曲率 1 をもっ 2 つのリーマン多様体がisospectral
















本論文では， “正定曲率 1 をもっ 2 つのリーマン多様体が同じスペクトルをもつならば，それらは





る 3 次元定曲率リーマン多様体の分類を用い， 3 次元正定曲率リーマン多様体においては，スペクト
ルによって，リーマン多様体の構造が決定されることを示した。又，一般次元の場合も，正定曲率リ
ーマン多様体が等質ならば，上述の問題が肯定的に解決されることを示している。
以上のように，本論文の結果は，リーマン多様体のスペクトルの問題に大きく寄与するものであり，
その証明手段も興味深いものであって，理学博士の学位論文としで十分価値あるものと認める。
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